
 

 

 

 

 

毎月 10日の『10ケアの日』。今後も引き続き、ご協力をお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

裏面に続きます 

生協 10の基本ケアニュース 
2023/9/20 23年度 NO,4 

「ターミナルケアをする」の項目の取り組みとして、２家族様と一緒に

「もしばなカード」を実施しました。認知症の利用者さまでしたが、長

い時間をかけてカードを選ぶことができ、ご家族からもそんなことを

考えていたのねと認識が変わっている様子がありました。先日体調

の急変もあったため、診療所にもご本人・家族の最期の迎え方の希

望をお伝えし、好評でした。（大井協同診療所） 

今月で３か月の通所C事業も終わりです。通所Cの事業終了

後も参加者の方々が、ご自宅に閉じこもることなく何か地域の

活動につながることができないか、プロジェクト会議で話合い

ました。プロジェクト委員だけでなく、市役所福祉課、地域包括

支援センターのご協力を得て、通所 Cの卒業後は、新たに１０

０歳体操の立ち上げ、オレンジカフェの参加など、地域の通い

の場参加へつなぐことができそうです。（行田協立診療所） 

先月より一章ずつ、部門ごとに学習

することに決めて、開始しました。９

月は２章に取り組んでいます。 

居宅は部会で、ヘルパーさんは登録

さんまで参加するヘルパー会議で

順次学習しています。（こだま） 

9/11～9/16まで、第 4章「温かい

食事をする」について朝会にて読み

合わせを行っています。 

桂の樹では毎月『調理給食』の日が

あり、調理部会でメニューを決めて

入居者様と一緒に食事を作ってい

ます。（桂の樹） 

定期巡回で介入している T様８４歳 女性。左股関節、左

膝関節にOPE歴あり。１年以上の入所で、廃用症候群によ

るADL低下が著明でしたが、本人の「自宅に帰りたい」希

望で在宅生活を再開しています。 

股関節の屈曲による痛みがあり、仙骨座りになることが多

く、食事でのむせが増えてきていた。その原因は姿勢にある

と着目し、誤嚥性肺炎防止、生活リハビリの視点で第２章の

「床に足をつけて座る」から、正しい座位姿勢を職員全員で

共有し実践しました。この写真を活用してヘルパー同士で

共有しています。正しい姿勢で過ごすことで、表情が良くな

り会話を楽しみ、またむせもなく自力でしっかり食事を楽し

むことができています。現在は、テーブルを利用しおじぎ体

操を１日２回実施しています。（CCきょうどう） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

巡視報告（8/25 実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 生協 10の基本ケア委員会 

（CC うらしん） 

・4 部門での事例検討を進めるために各部門か

らの取組み報告を集約していますが、一覧表を

作成・共有フォルダーに保存し、各部門の担当

者がいつでも入力できるように工夫しているとこ

ろが良かったです。 

・居宅、訪看、訪介の3部門で支援している事例

は、併用している訪介（他法人）も一緒に取り組

めるよう発信してみて下さい。 

・デイサービスでは、利用開始時に下腿長を確

認し、利用者に合わせた椅子の提供をされてい

るとのことで、徹底できている印象を受けまし

た。食事前の立ち上がり、嚥下体操も直接、食事

動作に繋がるため良かったと思いました。 

（生協 10の基本ケア委員会：河野、小堺、渡邉） 

買い物リハビリを目的として地

域での買い物を行ってきまし

た。興味関心シートで一人で

の買い物を希望されている方

をメインとして実践しました。

自信に繋がった、いくつになっ

ても新しい事に挑戦できるな

ど様々なご意見を頂くことがで

きました。（熊谷生協通所） 

デイケアにてリハビリを実践し杖

歩行見守りから歩行自立、機械浴

から個浴に入ることができるよう

になりました。リハビリ中でも段差

昇降が行えたこと、エルボが行え

るようになったことなど涙を流して

喜びの報告をして頂くことができ

ました。現場職員も個別ケアにつ

いてやりがいを感じながらケアの

提供が行えております。（くまここ） 

（CCきょうどう） 

全部門で１０ケアを計画書へ入れて、どんなプラン

をいれたのか、誰もが一目でわかるように可視化

されていました。また、実践が管理者や委員を中

心にすすめられていました。講師を増やすための

計画（研修参加など）しっかり考え得られており、

研修学習後の効果測定もあり、とても素晴らしい

と思いました。また、みぬま入所した時には退所

前だけではなく、２週間カンファにもケアマネが参

加し、一緒に施設計画を考える取り組みも４月か

ら始まり、法人内の連携の良さも感じました。引

き続き、介護事業所群の１０ケア率先事業所とし

て期待しています。 

（生協 10の基本ケア委員会：内田、木伏、増戸） 

HP に移動します 


